
 

 

 

 

 

 

  

 

 

世界中で「地球沸騰化の時代」到来と言われ、２学期は始業式後もエア

コンが欠かせない猛暑の日々が続いていましたが、ようやく朝晩の涼し

さに秋の訪れを感じホッとしています。登校する児童の服装も夏服から

秋らしい色合いや袖丈が長くなるなどの変化が見られるようになりまし 

た。日中爽やかな風が校舎内を巡ると、子供たちから「今日涼しいね」「風気持ちいいね」

といった声が聞かれ、四季の移り変わりを体感しています。 

下村地区では９月４日、国指定重要無形民俗文化財である秋季祭礼「稚児舞」も４年ぶ

りに完全復活の形で行われ、短い時間でしたが全校で見学しました。生の演奏、舞をじか

に自分の目で見ることで地域の歴史や伝統に触れ、「ふるさと下村」への愛着や誇りを感

じる時間となりました。２学期は外国語活動・外国語科の研究推進一年目の研究成果を発

表する県西部教育課程研究集会、制限なく実施できる創立 150 周年記念学習発表会、そし

て 12 月２日の創立 150 周年記念式典とこれまでとは異なる大きな行事を控え着々と準備

を進めているところです。一人一人の子供たちにとって、この節目の年、実り多き秋とな

るよう、教職員一丸となって頑張っていきたいと思います。勉強の秋、読書の秋、スポー

ツの秋、芸術の秋、そして秋の実りを味わう食欲の秋…たくさんの秋を思いっきり堪能し

ながら、成果につなげていきたいと思っております。ご理解ご協力のほど、よろしくお願

いいたします。                         校長 萩中 弘恵 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 ２学期の SOW(下村オープンスクールウィーク)を 10 月上記の３日間に実施します。昨

年度より普段通りの公開を目指し、担任以外の授業や委員会活動・クラブ活動、休み時間

等も公開させていただいています。12日(木)のロングタイムでは「感謝集会」が開かれま

す。日頃より学校の様々な場面でお力添えいただいている地域の方を招待して、子供たちが工夫を凝らして

感謝の気持ちを伝えようと計画中です。また、今年度は学習発表会での作品展示は行わないため、例年展示

している科学作品展への出品作品は総合図工室前で展示します。 

 

 

 

 

下村っ子 

射水市立下村小学校 

  TEL ５９－２３１０ 

  Ｅ-mail：shimomura@tym.ed.jp 

下村小学校だより ９月号 

 

下村小学校の卒業生が母校で職場体験！ ～ 「社会に学ぶ 14歳の挑戦」 ～ 

ご案内：10月 10日～12日 SOW（下村オープンスクールウィーク） 

９月 25日～29日までの５日間、❛社会に学ぶ 14歳の挑戦❜で小杉中２年生の２名

が本校で職場体験を行いました。校舎内外の環境整備や就学時健康診断業務補助、ロ

ングタイムの読書時間での読み聞かせ等、小学校で働く様々な教職員の仕事体験を行

いました。働く者として母校を訪れ、５日間過ごす中で、様々な仕事を行う人がいる

ことを実感したことでしょう。体験を通して、将来の自分の生き方について考える機

会になればうれしく思います。 

              【玄関掲示の作成と設置】 

秋の爽やかな風に吹かれて・・・ 

【お知らせ】11月 12日（日）資源回収について 
 ペーパーレス化、働き方改革の観点より、今回試験的に、資源回収のご案内を保護者の 

皆様には「学校メール」、地域の皆様には「回覧案内」でお知らせいたします。 

ご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

【就学時健康診断時での 

控え室への案内を行う中学生】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域の宝である下村っ子のために、引き続き変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

全校で稚児舞見学へ (９月４日） 

 

 

９月 27 日（水）に予定していた「わくわくオリエンテーリング」は体調不良の児童・教員が増えたため、

中止としました。学校行事との調整を図り、白石地区へのオリエンテーリングに歴史や建造物等の説明

をしてくださる地域の方のお力添えで 10 月 26 日（木）に延期させていただくことになりました。予備日

はとれないため実現することを願っております。やむを得ず実施できない状況になった場合は中止と

し、校内での縦割り活動等に変更したいと考えております。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

合言葉は「関わろう 楽しもう」 

～コミュニケーションタイム～ 
  (９月 14 日 ロングタイム） 

９月の下村っ子紹介 

下村小学校ホームページ 
 http://wp-shimomura.imizu.ed.jp 

２年間の外国語活動・外国語科の研究推進指定を受け、３～６年生の授業研究を
進めるとともに、全校体制で集会「コミュニケーションタイム」を継続実践し、コミュニケ
ーション力の育成を目指しています。14日（木）は、進んで関わる子供たちの姿を目
指し、２人組のパートナーによるコミュニケーション活動を行いました。互いに自分の
名前を伝え、今の気分を聞き合い、サインをし合って分かれます。簡単なようですが
子供たちの話す言語は英語です。一生懸命頑張っている子供たちもいっぱいです。
活動が進む中で、子供たちの笑顔がいっぱいになっていく、とても素敵なひとときで
す。今後も、関わりを広げ、人とのコミュニケーションを楽しむ子供たちであるよう活動
を推進していきます。 

                      稲刈り体験！ ４年生、５年生  (９月８日) 
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【一生懸命に取り組みました】 

例年実施させていただいていた田植えは、本年度
は休耕田の関係で行えませんでしたが、田んぼの先
生のご好意で、急遽場所を変えて４年生・５年生が、
田んぼの先生の指導の下、稲刈り体験させていただ
くことができました。昨年度体験している５年生は、手
際よく刈り取り、友達と協力して運ぶなど、先輩として
貫禄ある作業ぶりでした。 

  白石地区への「わくわくオリエンテーリング」 （10月へ延期） 

【小澤先生に 

たくさん教えていただきました】 

【素晴らしい舞に感動！！】 

【たくさんの人たちと伝え合ったひととき】 

子供たちの活動の様子を HP で紹介
しています。 
ぜひご覧ください。 

コロナ禍を経て、４年ぶりの完全実施となった地域の下村加茂神社の秋祭

「稚児舞」。地球沸騰化の酷暑の夏が終わっても残暑厳しい気候の中でした

が、夏休み中に練習を積んだ４名の稚児が立派に地域の伝統を継承する姿

に感動しました。校内では毎年３年生の児童が、「ふるさと学習」の中でお師

匠さんから稚児舞の講習を受けていますが、コロナ禍で子供たちが見学する

機会がないまま４年が過ぎました。冒頭でも述べましたが、今年度、短い時間

でしたが、下村っ子みんなが稚児舞の実際を見る機会をとらせていただきま

した。踊りを経験している３年生以上の児童、これから踊りを経験する１・２年

生、それぞれの立場で、かっとんどのリズムと素晴らしい舞の数々を地域の方

や観覧者と共に堪能しました。 


